
エレクトロルミネッセンス法を使用した太陽電池の劣化判断

エレクトロルミネッセンス（EL）法は、太陽電池（結晶シリコン）に強制的に電流を流すと赤外線を発光する仕組みを利用した品質評価
方法です。
EL光を観測しホットスポットの故障原因となる、シリコン結晶中の欠陥や不純物の発見が可能です。夜間発電しない状態EL法による赤
外線観測することで、施工後においても太陽電池の劣化パネルの判断が可能です。

テストイメージ

　

製品情報

直流安定化電源「GENESYS+シリーズ」
*記載されている情報は、改良等により予告なしに変更されることがあります。最新の製品情報につきましては、当社までお問い合わせ頂
けますようお願い致します。

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/263/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc/genesysp-2/

